
　■ユナパブｖｓ淫魔鬼ごっこ

■ショタ淫魔と鬼ごっこ－逃げてから捕まる編
「よりによって発情状態であんな子たちと出くわすなんて……！」
「無駄口を叩いている暇があって？　今は一旦退くのよユナ！」

　女聖闘士のユナとパブリーン。彼女ら師弟は淫魔との戦闘に勝利したのだが……
　淫魔が気絶する間際に発した淫気を浴びてしまい、強い発情状態に陥っていた。
　そこに少年型淫魔の追手が現れる。
　今の発情状態で淫魔に直接触れられれば、淫気で堕とされてしまう可能性が高い。
　複数掛かりで襲う卑劣な敵から逃走する女師弟。
　淫魔たちはそんな彼女らを見るや「鬼ごっこ」と称し、ゲーム感覚で追いかけてきていた。

【はい行き止まり～♪　ここまでだね～♪】
「そんな……これじゃ……♥♥　逃げられない……っ♥♥」
「弱音を吐いては駄目よ!♥　この状況から考えられる、ベストな方法を」
【はいタッチ♪】
　がしっ！　がしぃっ！ 
「「ひぃぃッ!!♥♥」」

　ゲームの鬼ごっこと異なり、複数いる小鬼たち。
　ユナとパブリーンは左右から何本も伸びる手を捌き切れず、手足を掴まれた途端に強い性感に悲鳴を上げた。
　並の女聖闘士なら、ゲームの鬼ごっこと同じくこの時点で陥落しただろう。
　だがユナとパブリーンは数々の戦闘を潜り抜けて鍛えた胆力により、快楽を堪えて踏み止まる。
　組み付かれ、今にも陵辱されそうな状態から、二人は身体……主に狙われている胸と足腰を、
　前後左右に揺することで彼らを振り切った。

【はい捕まえた～♪】
「くぅっ♥♥　触っただけで、何て快感なの♥♥　で、でも……負けない……っ♥♥」
「その通りよユナっ♥♥　全力でお尻を振って抜け出すのよッ!!♥♥」
　ぶるんっ!!　ぶるぅぅんっ!!
「「 ぬっ、抜けたッ!! 」」
　がっしぃっ!!
「「 んﾞはぁあんッ!!!♥♥ 」」

　淫魔との肉悦鬼ごっこに負けまいと、恥を忍んで乳尻を振って逃げようとしたが、
　どんどん淫魔の手が増えており、抜け出した瞬間にまた捕まってしまう。
　流石の二人も無限に等しい数の小鬼たちには為す術もなく、あられもないポーズで捕まってしまうのだった……
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